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問　県では令和６年10月から学校給食費無償
化の取組を実施するようだが、市の対応は。
答　令和６年10月から実施予定です。
問　前倒しで４月から実施する考えはないか。
答　半年分の費用として約１億円を市が負担す
ることになるため、前倒しは考えていません。

問　令和６年度から介護保険料を増額するよう
だが、据え置く考えはないか。
答　介護給付費の増加を見込んでいることから
増額せざるを得ない状況ですが、介護保険事業
基金からの繰り入れにより増額幅を抑えるとと
もに、低所得者の方にも配慮し、低所得段階の
保険料は現在よりも引き下げる予定です。

問　牛の家畜伝染病に対する支援策は。
答　国が行う支援事業に上乗せする形で、平成
25年度から市独自で畜産農家再生緊急支援事
業を実施しています。

問　北里大学獣医学部の生物環境科学科移転に
伴う市の対応は。
答　学生や教職員の減少による消費活動やアル
バイトなど労働力確保の面で影響が出るものと
思われ残念ですが、今後も大学と連携し、獣医
学部の特色を生かした事業を推進し、魅力ある
学校づくりに協力していきたいと考えています。

問　（仮称）惣辺奥瀬風力発電事業への市の考
えは。
答　地域住民や関係団体等に対して丁寧かつ十
分な説明を行い理解と合意を得ることが必要不
可欠と考えており、計画されている事業内容説
明等を今後も注視していきたいと考えています。

問　当市の経済状況をどのように捉えているか。
答　観光面では本市への外国人宿泊者数がコロ
ナ禍以前のおよそ９割まで回復するなど、徐々
に活気が戻ってきていると感じる一方、十和田
商工会議所が四半期ごとに出す景況動向調査で
は、１月から３月期の先行きについては悪化の
見通しとなっており、まだまだ厳しい状況にあ
ると認識しています。
問　厳しい状況に応じた市の支援策は。
答　中小企業の事業継続支援のため、６月にエ
ネルギー価格高騰対策事業者支援給付金事業、
１月に物価高騰対策事業者支援給付金事業を実
施しました。また、市民生活の家計支援と市内
経済の活性化を目的に、７月と12月には電気
料等高騰対策十和田市民応援券事業を実施し、
市内店舗で利用できる商品券を発行しました。

問　中央病院では、2024年診療報酬改定につ
いてどのように考えているか。
答　当院が目指す急性期病院としての機能を維
持していくため、高齢者救急を意識した急性期
機能のさらなる進化、在宅診療の充実、賃上げ
も含めた人材確保対策、医療ＤＸの推進の４点
が特に重要と考えています。
問　在宅診療の充実とは、より多くの患者を診
るということか。
答　在宅診療は、人生の最期を自宅で過ごした
いとのニーズで年々件数が増えております。当
院の在宅まるごと外来ではお断りしたケースは
なく、さらなる要望に対応し、現在の週３日の
訪問回数を増やして対応する予定です。
問　賃上げに関してどのように考えているか。
答　医療従事者の確保等の観点から、行いたい
と考えています。
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問　ランドセル等の重量で小学生の３人に１人
が「ランドセル症候群」という健康被害を危惧
されているが、低学年児童の健康等への影響は。
答　授業で使用する教科書やその他の教材等が
過重となり、児童が登下校時に重いランドセル
を背負い続けることで、身体の健やかな発達に
影響が生じかねないこと等が懸念されています。
現在、市内小学校では、自宅に持ち帰る教科書
等を少なくするとともに、児童が背負う荷物が
過重にならないように取り組んでいます。
問　ランドセルに代わる軽いリュックサックの
使用を検討する考えは。
答　市内全ての小学校では、ランドセルの使用
を義務付けていません。慣例的にほとんどの児
童が使用していますが、軽いリュックサックを
選択することも可能となっています。
問　今後、タブレットを家庭へ持ち帰ることを
検討しているか。
答　持ち帰りについては令和４年度から行って
いますが、背負う荷物の重さを考慮し、持ち帰
る教科書を選んで、児童が背負う荷物を軽くす
るように取り組んでいます。

問　教育委員会では教職員の負担軽減のため、
働き方改革推進に係る指針を令和４年度に改正
しているが、令和４年度の時間外在校等時間の
月平均は。
答　小学校では36時間39分、中学校では40時
間58分です。
問　働き方改革推進に係る指針では、時間外在
校等時間は１年間で360時間以内の上限となっ
ているが、上限を超えていないか。
答　市立小中学校教職員全体の半数程度が１年
間で360時間を超えている状況です。

問　市道前谷地６号線は主要地方道三沢十和田
線へ向かう車両の交通量が非常に多く、道路幅
員が十分でないため事故等も発生している状況
であり、東地区の学区連合会やコミュニティ推
進協議会からも拡幅の要望が出されていること
から、安全対策の必要性が高い路線として歩道
の設置や橋梁の拡幅を含めた道路整備事業を進
めているようだが、その進捗状況は。
答　令和４年度から調査に着手しており、令和
５年度は測量、設計業務を実施しました。今後
は、用地取得や物件移転補償を進め、令和７年
度から工事に着手し、令和９年度の完成を予定
しています。
問　整備にあたり市道前谷地１号線を通行止め
にするようだが、歩行者や自転車は横断可能な
のか。
答　歩行者や自転車は横断可能です。
問　その安全対策は。
答　十和田警察署と協議の結果、横断歩道を設
置することとしています。
問　市道前谷地１号線の通行止め対策として市
道前谷地里ノ沢線を迂回路として整備するよう
だが、交差点の安全対策は。
答　左右の確認がしやすくなるよう隅切りを設
置する予定です。

問　移住・定住に関する取組を実施する企業に
対して、市が認定を行うなどして、企業と連携
した移住・定住の取組を進める考えがあるか。 
答　十和田市中小企業振興基本条例に基づく情
報交換会の場において、中小企業等の意見を伺
いながら、官民連携によりどのような効果が生
まれるかを含め、調査、研究していきたいと考
えています。
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前倒しは考えていない 各種給付金事業や
商品券発行事業を実施

児童が背負う荷物が過重に
ならないよう取り組んでいる 令和５年度は測量、設計を実施


